
 

同
体
験
事
業
は
、
今
年
で

１１
回
目
。
旧
大
野
村
の
地

区
は
、
製
塩
で
長
者
に
な
っ

た
文
太
長
者
伝
説
の
発
祥

の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昔

な
が
ら
の
方
法
で
製
塩
す

る
体
験
事
業
が
始
ま
っ
た
。 

初
日
、
塩
作
り
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
子
供
達
が

行
う
最
初
の
作
業
は
、
各
班

に
分
か
れ
て
泥
を
固
め
て

作
る
塩
た
き
用
の
か
ま
ど

作
り
。
汗
だ
く
、
泥
だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
も
、
長
い
煙

突
の
付
い
た
５
つ
の
か
ま

ど
を
完
成
さ
せ
た
。 

釜
を
使
っ
て
製
塩
す
る

ま
で
を
体
験
す
る
「
は
ま
な

す
塩
づ
く
り
体
験
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）

が
７
月
１９
日

（
土
）
と
２０
日
（
日
）
の

両
日
、
は
ま
な
す
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
と
大
野
潮
騒

は
ま
な
す
公
園
第
２
駐
車

場
内
で
行
わ
れ
、
地
区
内
外

か
ら
６３
人
の
子
供
達
が
塩

作
り
に
挑
戦
し
た
。 

ど
を
完
成
さ
せ
た
。 

塩
た
き
に
は
、
同
セ
ン
タ

ー
敷
地
内
の
か
ま
ど
も
使

用
さ
れ
、
計
６
つ
の
か
ま
ど

に
木
材
が
く
べ
ら
れ
、
炎
が

燃
え
始
め
た
。
白
い
煙
が
立

ち
込
め
る
中
、
前
日
に
実
行

委
員
の
ス
タ
ッ
フ
が
用
意

し
た
水
槽
の
海
水
５
・
５
ト

ン
を
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
釜

で
徐
々
に
煮
詰
め
て
い
っ

た
。
子
供
達
は
、
か
ま
ど
の

煙
に
む
せ
な
が
ら
も
火
の

番
を
し
た
り
、
煮
詰
ま
っ
て

い
く
海
水
の
ゴ
ミ
を
網
で

す
く
う
作
業
を
行
い
、
塩
作

り
の
大
変
さ
を
体
感
し
て

い
た
。 

２
日
目
に
は
、
１
８
５
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
純
白
の
塩
が

出
来
上
が
り
、
子
供
達
は
出

来
た
て
の
塩
を
な
め
て
「
し

ょ
っ
ぱ
い
け
ど
、
美
味
し

い
」
と
感
想
。
そ
の
後
、
お

に
ぎ
り
で
、
手
づ
く
り
の
塩

の
味
を
堪
能
し
た
。 

実
行
委
員
の
ス
タ
ッ
フ

の
ひ
と
り
は
「
海
水
か
ら
取

れ
る
塩
は
、
３
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
３
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
ほ

ど
で
す
。
あ
る
程
度
の
量
の

塩
を
作
る
た
め
に
は
、
沢
山

の
海
水
が
必
要
な
ん
で
す
。

子
供
達
も
こ
の
体
験
で
、
塩

が
と
て
も
貴
重
な
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
昔
の
人
は
、
本
当
に
大

変
な
作
業
を
し
て
い
た
ん

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。 

猛暑の中で行う塩たきは、大変な作業。（上） 

「しょっぱ～い」と出来立ての塩を味見する子

供達。（右） 

珍
し
い
班
（
ふ
）

入
り
植

物
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
「
班
入
植
物
・
山
野

草
展
示
会
」
が
７
月
１１
日

（
金
）
か
ら
１３
日
（
日
）

ま
で
鉾
田
市
大
竹
の
鹿
島

灘
海
浜
公
園
内
展
示
場
で

開
か
れ
た
。 

こ
の
展
示
会
は
、
日
本
班

入
植
物
研
究
会
、
鹿
島
路
班

入
植
物
・
山
野
草
会
（
会
長
・

飯
島
武
夫
さ
ん
、
会
員
７
人
）
が

主
催
。
３
月
か
ら
１１
月
の

期
間
中
、
月
に
１
回
、
同
展

示
場
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

班
入
植
物
は
、
植
物
が
本

来
持
っ
て
い
る
べ
き
色
と

は
別
の
色
が
ま
だ
ら
に
出

る 

る
突
然
変
異
で
、
葉
の
場
合

だ
と
、
緑
色
の
葉
の
一
部
が

白
色
や
黄
色
、
赤
色
の
模
様

に
な
っ
た
り
す
る
の
が
特

徴
だ
と
い
う
。 

 

展
示
会
で
は
、
ヤ
マ
ブ
キ

や
ア
ジ
サ
イ
、
ネ
ム
ノ
キ
な

ど
、
会
員
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
夏
の
班
入
山
野
草
約

５０
点
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。 

 

「
班
入
植
物
の
世
界
は
、

葉
の
周
辺
部
が
白
色
や
黄

色
に
な
る
覆
班
、
点
状
の
班

が
全
体
に
散
ら
ば
っ
た
散

班
、
葉
の
色
が
黄
緑
色
や
ラ

イ
ム
色
に
な
る
黄
金
葉
な

ど
、
自
然
が
作
り
出
し
た
不

思
議
な 

思
議
な
色
や
模
様
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
初
め
て
班
入
植

物
を
見
る
方
は
、
観
賞
の
ポ

イ
ン
ト
が
少
し
分
か
り
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

展
示
場
で
は
会
員
が
説
明

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
会
長
の

飯
島
さ
ん
。 

９
月
の
展
示
会
の
予
定

は
、
同
展
示
場
で

１２

日

（
金
）
か
ら
１４
日
（
日
）

の
３
日
間
。
時
間
は
午
前

１０

時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
会
場
で
は
苗
の
販
売
も

行
っ
て
い
る
。
興
味
の
あ
る

方
は
足
を
運
ん
で
み
て
は
。 

珍しい白色の班入りのネムノキ（右）。迷彩模様のクワズイモ

の葉（左上）、縞模様のイチョウ（左中）。 

会場には珍しい班入りの山野草が並ぶ。（下） 


